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可鍛鋳鉄製管継手の材質の良否を調べるのに,呼び寸法2兢以上のものは,ツチ打による音響検査が行われ

ている｡これは官能による非破壊検査であって,JISG5702黒心可鍛鋳鉄品にもツチ打試験という項目がある｡

この音響検査は継手の検査のうちで最も熟練を要する仕事である｡ここでは,数名の検査員を/くネル(判定

老)として選び,不完全可鍛鋳鉄を含む数個の試料について,各検査員の頭脳の中にあるパターンと照合して評

価する絶対的評価の実験と,一対比較法による相対的評価の二つの実験を行い,判定の再現性,試料間の差,

パネル間の差を調べ,検査員の信頼性を確かめた｡

なお,一対比較法としてはBradley･Terryのモデルを用い,心理的尺度ならびにモデルの妥当性について検

討した｡

1.緒 言

工業における官能検査が最近品質管理上の大きな問題として注月

されるようになった｡計量化が困難である鋳物1二 においても,官

能検査は多く用いられており,たとえば,鋳物砂(1)を手で握ってみ

て,その感覚によって水分の多い少ないを判定したり,鋳物の外

観(2)の良否を目で見て判定したり,あるいほ 鈍品をツチでたたい

てみて,その昔響によって材質の良否を判定することなどが行われ

ている｡

ここでは,われわれの~_l二場における官能検査の実例として,可鍛

鋳鉄製管継手の音響検査に関して若干の実験を行い,統計的考察を

試みた結果を報告する｡

2.可鍛鋳製管継手の音響検査に関する実験

2.1目 的

男心可鍛鋳鉄ほ自鉄鋳物を焼鈍して,遊離セメンタイトおよびパ

ーリチックセメンタイトを黒鉛化させたものであって,完全に焼鈍

されたものは,化合炭素が全部分解してシリコフェライトと焼鈍炭

のみから成る組織を有し,じん性に富み,衝撃に強く,抗張力も

相当大きく,切削性も良い｡しかるに,自銑の製造,焼鈍方法,そ

の他が適正でない場合には,黒鉛化が妨げられて,化合炭素が残留

し,不完全な可鍛鋳鉄となり,棟械的性質も悪くなり,切削性も劣

る｡

完全な可鍛鋳鉄になっているかどうかを調べるにほ,破壊して破

面を観察すれば明白であるが,大形品ともなれば破壊することは経

済的でない｡したがって,非破壊検査が必要となってくる｡

男心可鍛鋳鉄の材質の物理的な非破

超音波の減衰を測定する方法

音響的諸量を測定する方法

電気的諸量を測定する方法

磁気的諸量を測定する方法

などが考えられ,いずれも検

検査法としては

は行われているが,種々の難点があ

り,まだ実際の検査作業に適用する段階にまでは至っていない｡

そこで,官能による非破壌検査である音響検査が現場では依然と

して用いられており,JISG5702黒心可鍛鋳鉄品の中にもツチ打試

験なる項目があり,可鍛品はツチ打することにより熱処理の良否を

試験する旨のことが示されている｡
*
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当工場では一般品には鋳ペソをつけ,その破面を調べて材質の良

否を判定するが,小形継手については端部をドリルで削って,削り

面の状態および切粉の大きさで材質を判定し,さらにこの面取りに

よる判定が困難なときは,破壊Lて破面の観察によっている｡

呼び寸法2兢以上の継手についてほ,鋳べソによる方法以外に焼

鈍後0.51bsのハンマーでたたき,その昔響によって材質の良否を判

定している｡

完全に黒鉛化されていない継手はハンマでたたくと,余韻のあ

る,高くて,澄んだ音を発するが,完全に黒鉛化されたものは余韻の

ない,低くて,濁った音がでる｡首は 強弱_l｢高低｣l一音色｣の3婆

素から成っているが,音響検査でほこの3要素む総合して,材質の

良否の判定を行っているものと考えらかるり

この音響検査ほ継手の検査のうちで最も熟練む要する仕事とされ

ておf~),音常による判定結果とl品物を破壊した破面とを対応させて

検査 訓の

つ
｣
､

し
】
｢
/ くから行われてきたのであるが,不完全可鍛鋳鉄

の継手粗材が機械工樫まで流れ,ネジ加工上支障をきたすことが時

々起っている｡そこで,数名の検査員をパネルとして選び,不完全

可鍛鋳鉄を含む数個の試料について,各検査員の頭脳の中にあるパ

ターンと照合して評価する絶対的評価の実験と,一対比較法による

相対的評価の二つの実験を行い,判定の再現性,試料間の差,パネ

ル間の差を調べ,検査員の信頼性を確かめた｡

なお,一対比較法としてはBradley-Terryのモデルを用い,心理

的尺度ならびにモデルの妥当性について検討した｡

2.2 計 画

2.2.1試 料

差の比較的大きいと思われるものAと,差の比較的小さいと思

われるものBの2種輝を,音響検査に13年間従事している最も熟

練した検査員に選ばせた｡

(1)試 料 A

呼び寸法3×2の縁付達径ソケット4個を試料Tl,T2,T3,T4

とした｡

実験終了後, 料を破壊した代表的な破面を弟1図に示す｡

Tlは中心部は完全な黒心可鍛鋳鉄であるが,周辺部にパーラ

イト層を有するもので,俗に｢白線｣と称する不良品である｡

T2は全面にパーライトが多量に残留するもので,俗に｢全白｣

と称する不良品である｡

T3は完全な黒心可鍛鋳鉄で良品である｡

T4は全面に小量のパーライトが残留するもので,俗に｢霜降｣
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と祢する不良品である｡

(2)試 料 B

呼び寸法3のフランジ1段4個を試料Tl,T2,T3,1'4とし

た｡

試料を破壌した代表的な破面を第2図に示す｡

Tlほ外周にわずかに｢白線｣があるが,この程度ほ良一!言!一であ

るこ】

T2は完全な黒心可鍛鋳鉄である｡

T3ほ 白線｣で不良品である｡

T4ほ外周にわずかに｢白線｣があるが,この程度は良品であ

る｡

2.2.2 判定者(パネル)

検査課に属している第】表のような5名をパネルとして選ん

だ｡

2.2.3 実 験

次の二つの実験を試料AおよぴBを用いて,5人の判定者につ

いて8日間繰返し行った〔､5人の判定老の実 順序はランダムに

した｡実験場所は8日間とも同一場所とし,なお,判定の記憶を

避けるために,試料の記号ほ毎日苔き直Lた｡

(1) 験1(絶対的評価の実験)

(a)試料Aによる場合

4偶の試料Tl,T2,′r3,T-tの提山帽｢‡∴をランダムにして,

そのおのおのの破而の形式が｢黒心｣l~｢1総｣｢ぷ辟 ｢ノ;モI-11｣の

いずれに該当するかをツチ抑こよる許彿こよって1人ずつ独i-.工に
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判定させた｡

(b)試料Bによる場合

4偶の試料Tl,T2,1､3,′rlの捉‖膵iルなランダ

ムにして,各日の頭脳の中にある標準の良ん-1と比べて,

材質が非常に良い,かなり良い,やや良い,同程度,

やや悪い,かなり悪い,非常に思い,のいずjいこ該当

するかなツチ打による音響Ⅰこよって1人ずつ独立に判

定させた｡

(2)実験 2(一対比較実験)

よる場合

4個の試料Tl,T2,T3,T4を二つずつ組合わせ,

任意の六つの組合せの捉J川紺i二をランダムにして,ど

ちらが材質が良いかを1人ずつ独_正に判定させた｡

(b)試料Bによる場合

(a)と同様に行った｡

3.実験結果と統計自勺解析

3.】実験lの場合

3.1.1試料Aによる場合

実験結果は弟2表のようになった｡

｢黒心｣ 1三1緑｣｢霜降｣l~全白｣の評仙に対してど

のような数量化を行うかは問題であり,要因効果対.洪

差効果の比率を最大ならしガ)る田口氏の数量化の方

法(3)の適用も考えられるが,この場合組の数が多くて

計算二がめんどうであるので,ここでほ簡単に弟3表のように評点

を与えることにした｡

8Ldの繰返しを単なる繰返しとせず,1回目,2回目,

8回目というように反復実験したのであるから,繰返しRを一つ

の因子と考え層別したことになり,三元配置の形として分散分析

を行うと,分散分析表は弟4表のようになる｡

交互作用TxR,MxR,TxMxRを交結して誤差とムなし

検定すると,圭効果TおよびM,交互作用TxMが1%以~Fの危

険率で有意となる.,Rは有意でほない〔二､不偏分散はTが最も大き

∴ 次いでM,T〉くMの順であるu TxMはM,Tに比す]Lば不

偏分散は小さいが有意であるということは,判定者によって.試料

を.刑軒す-る基準が多少異なることを意味し,これは第3図のよう

に図示すれば明白となる｢､

すなわち,判定老MlとM5がほかの判定老に比してTl(自縁),

T4(霜降),T2(今自)をゆるく評価している｡

なお,第2表より判定 M5以外は良ぷ1(T3)と不良■■f■】■(Tl,

Tl,T2)の識別ほ確実に行われていることを知る〔J

3.l,2 試料8による場合

各判定者が自己の頸の中にl勺威してし 払の と比較Lて

試料を評価した結果に対して弟5表のように評点せ与えて数量化

を行うと, 験結果ほ葬る表のとおりである.二つ

3･1･1とl叶様にして分散分析を行うと,分散分析表ほ第7表の

ようになる｡

蕉互作JT]T>くR,MxR,TxMxRを交絡Lて誹誹と_んなし
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第2表 試 料

第43巻 第11号

験実の価評的対絶るよにA

判定者〃2 粧定義仇

第3衰 評 方え与の点

第4表▲分 散 分 析 表

変 動

89.619

15.588

0.644

TxM ■ 22.412

TxR

MxR

TxMxR

TMR

自 由度

3

4

7

12

133

不偏分散

29.873

3.897

0.092

1.868

0.137

第5表 評 点 の 与 え 方

分散比

218.051**

28.445**

0.672

13,635**

繰 返 し

読~~~料
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T

M

R

TxM

TxR

MxR

TxM〉rR

TMR

146.475

61.150

2.475

95.400

347.775

3

4

7

12

48.825

15.288

0.354

7.950

0.318

153.538刈≡

48.075*坤

1.113

25.000**

検定すると,主効果′1､ぉよびM,交■■/7二rF;用TxMが1%以下の危

険キミでイJ意となるt.RはヰJ意でほない､不偏分散局Tが最も大き

く,次いでM,TxMの順である｡

判定者による評点の変化を図示すると第4図のようになる｡

不良品(T3)と良品(Tl,Tz,T4)との識別は一応つくよう

であるが,頭の中にある標準の良ふ--というものは,判定者によっ

て多少異なるように見受けられる｡

3.2 実験2の場合

3.2.1試料Aによる場合

実験結果は第8表のようになった｡,

二の表で,たとえば判定老M5は第2回目の実験でほ,TlとT4の

比較において,TlのほうがTjのほうよりも材質が良いという判

定をし,雛3｢川のリミj では,T`】のほうがTlよりも材質が良い

という判㍍をしノたことを示しているし､

第8表を見ると,5人の判定者の8lr利こわたる判定結果にはほ
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試料

雅
浩
栗
甘

堤
廿
冊
星
け

一･-1-試料

雛4岡､削

｢試料B に よ る場合)

定 省 に よ る こ汁
′亡云
の 変 化

とんど変動がなく,良好な一致を示しているので,統計的な解析

を施してもあまり意味がないと考

3.2.2 試料8による場合

ニこ,

験結果は舞9表のようになった｡

解析は省略する.〕

この実験結果に対して,以下若干の統計的解析を行ってみる`｡

(1)判定の再現性

繰返し問の一般的な異質性(heter,Ogeneity)を検定するため

に,名判定老の判定の統計的安定性を示す指数としてCochranの

Q(4)(5)を次式から求めてみる｡

Q=(乃1-1) 循∑ム2-(∑ん)2

乃∑ん一∑ん2

ここで 乃:一対比 における繰返しの数

力:各繰返しに二糾ナる良いという判定の度数の合計

ノ壱パ各一対比較における良いという判定の度数の合計

である｡異質性がない場合,飢ま近似的に自由度雅一1のズ2分

布に従うっ

5人の各判定老によるQの値とその総計は弟10表のとおりで

ある｡

z2(7,0.05)=14.07,X2(二7,0.01)=18.48であるから,Z2検定の

結果,判定 はいずれも有意でないっ

5人のQの値の総計は36.33となり,Z2(35,0.05)=49.77,

z2=(35,0.01)=57.29であるから,これほ有意ではない｡したが

って各判定老の判定は再現性があるとみなされる｡
(2)Bradleyl､erryの方法(6)～(9)による解析

一般にり国の試料Tl,T2,……,T仁を比較する場合を考える｡

このり阻類のものにつずつ紬こして,全休で(昌)どおりの組合
せを作り,このおのおのを判定老が循l可ずつ繰返して良否を比較

する｡

Tl,T2,……,T£ほ問題とする感党について次の仮定を満足

99
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窮8表
,武田Aによる--▲対比較尖験
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百三: 表中×印ほ正しい順序と判定が迎であることを示す｡

するrating(心即的尺度)7:1,7T2,･･,mをもっているものと

する｡

lコ
汀′≧0,.∑坑=1(f=1,2,･,≠)

2′:T/とTノとを組合わせて比較するとき,Tfのほうが1､jよ

りも上!iいと判定され,媚位1をうる確率は

P(T/>Tノ)=
プr･上

方･`十方ノ

で与えられる｡

T′とTノとの組合せのゐ回目の判定でTまのとる順位をγまJ点で表

わし,このγり点をもとにして方言の推定値を求め,別に閲する仮

説を検定して行く｡

(a);試料閉の

すべての試料の日射こ差がないという婦無仮説

月も:万言=1/f(f=1,2,……,≠)

を検定する｡

方1,こ2,

･,方`の最尤推定値(maximumlikelihood esti･

mates)をPl,P2,･‥,かとすれば,これは次式から求められ

るっ

α∠

♪J

∑♪′二1

ただし,

･卜九)-~】=0(£,ノ=1, ,f) ‥(2)

(3)
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第9表 試料Bによる一対比較実験

判
定
者

Ml

M2

M:l

M4

ヽ1､.

＼､繰返し

些較 ＼

Tl>T2

Tl>T8

Tl>T4

T望>T3

T2>T4

T壬l>T4

Tl>T2

Tl>T8

Tl>･T4

T2>T3

T2>Tヰ

T$>T4

計

Tl>T2

Tl>TB

Tl>T4

T2>T汚

T2>T4

T正>Tヰ

i汁

Tl>T2

Tl:>T3

Tl>T4

T2>T8

T2>T4

T】>T2

Tlニ>T3

TlニノTヰ

Tか>T耳

T2ニ>T4

lT8J>T石

l計.
総 計l

1×

1

1

1

1

0 0

-J---
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1×llx
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1 1

1×llx

6 6

1× こ 1×
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111

1 1
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6;6

23 123
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×
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l

l

l
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1×.1×:1×
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×

O

1

0 ×

O

1

0

■
･

O

l

ハリ

l

1×
■

1×

23 121120

×

nU

l

八U

×

ハU

l

ハU

l

5 ;38
l---

1×;8

11 8

1 8

1 8

1 8

0 2

~;4251

1×:8

1 8

1 8

1 8

1 8

0 2

5142

19
.211173

注:表中×印は■fEしい順序と判定が逆であることを示す｡

第10表 Cochran の Q

7.00 7.00 !36.33

の=2乃(ト1)-∑∑γ･Z.7烏. ‥(4)ノキ∫々=1

この式を解くのには逐次近似を用いなければならず,計印はか

なりめんどうである｡

検定のための統計量は

月】=乃∑loglO(少∠+動)-∑α/1ng10♪ノ
ダくノ J

で, このβ1によって

z2=乃f(.≠-1)log｡2-2β1logぐ10

を求めると,この最は試料閃に芹がないとき,近似的にi′川雌

(ト1)のズ2分布に従 〕.｡

∑γ∠(∑∑γり烏を簡｢i■1のために∑れで表わす..)の伯かられ月1
ノキオた=1

および帰無仮説のもとでそのβ1以上の値が得られる確率(有意

水準)Pを求める数表が

f=3,瑠=1,2,3,4,5,6,7,8,9,1()

f=4,乃=1,2,3,4,5,6

の場合ほBradley-TerrLyの論文(61こ,また

∠二4,乃二7,8

第11基と ∑γi,れ

第43巻

月1,雪

∴:l

よ=5,乃=1,2,3,4,5

の場合憬Bradleyの論文(7)に用意されている.J

最近Dykstra(10)は7Tiの最初の推定偵せうる迅速で容易な次式

を発表しじ二.

♪`=α∠/〔の(ト1)2一の(≠一2)〕‥
‖(7)

厳密にいうと(7)式より求めた♪]は過大推定伯(0VereStimate)

になるので,次の補正量を考慮する｡

J･

ただし

〔(ト1)皮【52〕/f+飢鋸

(ト1)β一52+ぢのα･f
Z

〔(∑♪∠)-1〕･ ･･(8)i

β=∑動･2‥
‥(9)～

5=∑勘
Z

＼)ノ
･ナん

2
′(､=′二

α･Z=乃(≠一1)一αJ

‥(10)

しかるときは,ニ/の最尤推定値に対する改善された最初の推定

伯は

参i=♪/-ゐJ

て与えられる､動はニiの最尤推定伯と非常忙よく一致すること

なDykstraほ示Lているこ

弟9表に基いてaiを求め,(4)式よE)∑rlを計算し,Bradley

の数表(7)よりれ β】,Pを求めると舞11表のようになる｡弟1】

表には(6)式から めたズ2の値も併記してある｡

したがって,すべての試料の間に差がないという婦無仮説は各

判定者とも有怠水準1%で棄却される｡すなわち試料の問にはど

の判走者によっても吉鼓別できる差が存在するということになる｡

(b)判定者問の差

g人の判定苫がいる場合に.判定名の間に ratingの差がある

かどうかを検定する 祝芥口の判定老のもつ ratingを郡′′.とす

ると,帰無仮説は

ガ0:汀′･〃==′ r､祝=1,2,‥･‥,g)

である｡

α番目の人のデーターからか)た月1の伯を月;で表わし,g
人のデーターをいっLよにして求めたβ1をそのままβ1で表わす

と,判定老問の検定には次の量を用いる｡

z2=2(月1一月;)l(掛10
ただし

(14)
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第12表 九 ゐJ, β～

l､:･ -｢-

39 ≡ 28

39!38l
-18

32l_

0.571≡

230:0.029
｣

194j o･172｣

手の 音響検査 に関す る 統計的考察

毎

0.073

0.060

0.028

0.089

第13表 Bradley-Terryモデルに対する適合度

､--･

0.405

0.511

0.001

0.083

もし判定者問に差がなければ,この量は近似的に11山虹(g-1)

(ト1)のX2分布に従う｡

5人の判定 の判定

このことを利用Lて検定を行う｡

し,,(7),(8),(12)〕℃より

か,れ∴釦を求めると弟12表のようになる｡

Lたがって,(5)式に弟12表のみ,飢の朋美入れ,乃=40と

Lて月-を求めると

βl=48.907

となる､第11表の5人の判定署の旦な合計すると

β;=20･106
となる｢,よって(13)式より

z2=132.634

を得,1'l由度は(g-1)(ト1)=(5-1)(4-1)=12で,Z2(12,0･05)

=21.0,Z2(12,0.01)二26.2なるゆえ,1%で有意となり,判定者

川に差があるとみなされる｡

(c)モデルの妥当性

このモデルがデーターの説明に適合しているかどうかを検定す

る｡TiとTjとを比較して,TLのほうがTjよりも良いと判定さ

れる確率を方りで表わすと,侃無仮説は

月■0: 耶ブ

である｡

一対比

コT官

方i+方ノ

の乃回の均一な繰返しにおいて,T/のほうが1､ノより

も良いと判定され,順位1を得た度数をん

九r+ん=弗

わすと

ズ2=2〔患付ogf】ん一乃(墨)lo雛形+β1logelO〕…(16)
が乃の大きな値に対してl]由度(皇トけ1のx2刑をなすこと
を利用する｡

第】1表を参照して,(16)式より各判定者に対してx2の値を計

日由度(皇卜才+1=(芸ト4+1=3で,Z2(3,0･05)=7軋
ズ2(3,0.01)=11.34なるゆえ,いずれも有意でない｡すなわちモ

デルと観測値はよく適合しているといえる｡

可鍛鋳鉄

4.老 察

管繰手の音響検査について,試料AおよぴBを用いて

対的評価の実験と一対比較実験の二つの

定して8日間 返し行った結

験を5名の判定者を選

,二つの実験とも判定者の判定は再
視性があることを知った｡

試料Aによる絶対的評価の実験においては,どの判定者も試料の

識別はできたが,評価内容については判定老により多少判断の相違

がみられ,試料と判定者の交亙作用が小さいけれども表われた｡良

一■ilTJ(′r3)と不良-■,】--(Tl,1､2,T4)との識別ほほとんど確実に行われ

2097

た｡

詔甘1-Aによる一対比較実験匿おいては,判定の訂をりはきわめて少

なく,絶対的評価の実験に比して信掛生の高い結果が得られた｡

試料Bによる絶対的評価の実験においては,どの判定老も試料の

識別はできたが,判定者忙よって試料を評価する基準が多少異なる

ようで,試料と判定者との閃に小さい交互作用がある｡,不良品(T3)

と良品(Tl,T2,T4)との識別はおおむね確実に行われた｡

試料Bによる･一対比較実験においてほ,判定の誤りが試料Aの場

令よF)も多く見られたこ)特にTlとT2,TlとT4の比較に洪りが多

い｡

実験のための試料をrl三ることはむずかしく, を大きくつければ

識別が容易であり,差が小さいと識別が困難になることは容易に想

像されるところであるが,この意味で差の比較的大きいと思われる

試料Aと,差の比較的小さいと思われる試料Bを用いて

∴
,大体予期したとおりの結

が得られた｡

つ行を

判定者間に差があるから,5人の判定老の判定結果をプールして

求めたBradley-Terryのratingの値にほ問題ほあるが,Tl,T2,

T3,T｡に対してそれぞれβ1=0.405,参2=0.511,参3二0.001,飢=

0.083となi),参宮の大きいものから順に試料を並べるとT2,Tl,T4,

T3となる｡また,5人の判定者の評点を総合した結果は,曹1=

一口.5(),奮2=-0.65,〒3=1.65,T4=0.85となり,評点の小さいも

のから順に試料を並べるとT2,Tl,T｡,T,となる(Biと■fiと

の閃には両線関係が認められる)｡試料を破 して破面を観察した

結果は,T2が一番良く,次いでTl,T｡,T3の順であり,上の結

果と一致する｡

Bradley-Terryモデルに対する適合度を検定した結果,モデルと

観測値はよく適合しており,聴覚による材質の判定に対してもこの

モデルは妥当であるようである｡絶対的評価の実験においては,判

定者の頭の中に内蔵されている 標 ●"タ
､

/の と照合して評価を行

った訳であるが,実際の標準見本と比較して評価する実験を行えば
もっと良好な結果が得られたであろうと思われる｡しかしながら,

実際の検査作業においてほ,いちいち標準見本と比較して検査する

訳にほいかないので,ここで行った実験のほうが実際的であろう｡

また,絶対的評価実験の解析にあたっては,簡単な数量化を試み

たが,計算がやっかいな方法を適用しても検定の結果に及ぼす影響

は大 ないと思われ,ここで用いた方法で実用上差Lつかえないも

のと考える｡

ニこでは,材質が良いか悪いかの総合判定のみを問題にしたが,

打撃音を｢強弱｣｢高低｣｢音色｣の3要 に分けて,そのおのおの

について良否を判定させる実験をやれば,もっと情報は増し,仲人

差もさらに詳細に分析されうる｡

対的評価実験における各試料に対する判定者の評点および一対

比較実験におけるratingと,物理的測定値との間の関係については

今後の研究にまちたい｡

なお,本実験石･こおいては,判定について時間を制限しなかったし

試料の数も小さいが,実際の検査作業においては,短時間に多数の

ものを検査せねばならないので,検査速度や疲労の影響が考えられ,

これらの点については今後検討してみたいと思う｡

5. 結 言

以上, 鍛可

絶対的評価の実

手継管
.‖一く爪

巾
ケ鉄 の音響による財罰の良否判定について,

と→対比較実験の二つの実験を行い,若丁の統計

的解析を試みた結果について述べた｡

の試料をfllいての限られた条件での実験にすぎないが,不

1;ミ■1it■と良〟■の識別ほ一応どの判定者忙よっても可能鬼ようであり,

11'能検査もそjtほど一言月1の躍けぬものではなさそうであるりしかし



料間の差が比較的接近しているものについてほ,判定の.洪りもあ

うであるが,判断の基準そのものは日によって変ることはなく安定

しており,再現性はある｡なお,不完全可鍛鋳鉄は切削性をIiR-害す

るので,万一材質不良品が機職工程まで流れたとしても,ねじ加工

時に発見されて除去されてしまい,市場まで流出するという危険性

はない｡

官能検査の結果の毎日のデーターを有効に利用するには,検査員

が必要で,教育訓練は絶えず行われなければならない｡

理想的には,官能検査をなくして計量化すべきものであり,可鍛

鋳鉄■製管継手の材質の迅速かつ簡易な物理的非破壊検査法について

も研究を進めつつあるが,現段階では一部ツチ打による官能検査の

果に基づいてアクションがとられており,したがって品質管理を

進めて行く上において,官能検査の本質的な問題を追求することは

をもつものと考えられる｡
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